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 論文審査の結果の要旨
 鈴木剛提出の本論文は,一連の新規な多環性キノン類を分子設計して合成し,その構造や物
 性の解明,特に電子授受の基礎研究を目的としたものである。
 まず,ジフェノキノンの中央部に2,5一チエノキノノイド構造を有する拡張型ジフェノキノン
 のテトラートブチル誘導体を合成し,X一線結晶構造解析を行った。サイクリックボルタンメト
 リー法により,酸化還元過程を調べ,両性化合物であることを示した。さらに,アニオンラジ
 カルおよびカチオンラジカルを発生させ,ESRによりその電子構造を論じた。つぎにセブチル
 基のない母体およびそのテトラメチル誘導体を合成し,各種スペクトルデータに基づいて,電
 子構造を解析すると共に,酸化還元電位も測定した。また,これらキノンのジアニオンは,強
 い蛍光を発し,特に,t一ブチル体の蛍光量子収率は極めて大きいことがわかった。これら拡張型
 キノン類は,中性基底状態のみならず,アニオンラジカルやジアニオンにおいても,分子の平
 面性がよいことが示された。
 さらに共役系が拡張されたキノン類として,オリゴチオフェンが挿入された化合物(11=2
 ～4)を分子設計し,合成した。いずれも,2段階の酸化と2段階の還元の両方を受ける4段階
 酸化還元系であった。特に,11=4の化合物では,従来知られている両性化合物の中で,最も高
 い両性度を示した。これは,単一成分電導体の分子設計上,重要な指針となるものであり,興
 味深い物性と言える。
 さらに,チエノキノノイド拡張型p一クロラニルを合成し,強い電子受容体であることを示し
 た。還元により安定なアニオンラジカル塩を単離することができ,その導電性は,半導体領域
 であった。
 また,チエノキノノイド拡張型テトラシアノジフェノキノジメタンの分子設計をし,合成研
 究を行ったが,中性状態では,単離できなかった。しかし,そのジアニオン塩やアニオンラジ
 カル塩は安定に単離でき,アニオンラジカル塩は,高導電性であった。
 このように,鈴木剛は,チエノキノノイド拡張型新規キノン類を種々合成し,その構造や,
 酸化還元過程を解析した。その結果,機能性有機素材の分子設計上,有用な興味ある多くの知
 見を得た。
 以上,本論文は,本人が自立して研究活動を行なうに必要な高度の研究能力と学識を有する
 ことを示している。よって,鈴木剛提出の論文は,理学博士の学位論文として合格と認める。
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